
九州農政局

産地県 申請者 申請内容 農産物の種類 品種名
（銘柄予定名称）

銘柄区分 申請する理由 申請品種の特性等 育成者権等

福岡県 設定 普通小麦
　

　　ちくしＷ４３号
選択

　本県の硬質小麦品種は「ミナミノカオリ」と「ちくしＷ２号」が作付けされているが、「ミ
ナミノカオリ」は晩熟で梅雨に遭遇する機会が多いにも関わらず、穂発芽しやすいため
大きな問題となっている。一方、「ちくしＷ２号」は倒伏が発生することで、安定生産に
支障をきたしている。
　「ちくしＷ４３号」は、早生で、穂発芽しにくく、耐倒伏性に優れ、コムギ縞萎縮病に抵
抗性を有し、外観品質が良好な硬質小麦系統であることから「ちくしＷ４３号」を選択銘
柄に申請する。
　なお、当該品種は、実需者から、ラーメンとしての食味評価で「ちくしＷ２号」と同等以
上の評価を得ており、令和６年産については製粉会社と播種前契約（4～5t）を行うこと
が決定している。
　また、令和５年８月に開催された奨励品種選定審査会において準奨励品種に採用さ
れており、令和７年以降、「ちくしＷ２号」から転換していく予定で、約１，８００haの作付
を見込んでいる。

「ちくしＷ２号」と比較して、
・稈長は短く、穂長および穂数は同程度。
ふ色は同じ褐色。
・出穂期は同日、成熟期は1日早い早生で
ある。耐倒伏性はかなり優れる。うどんこ
病、赤かび病およびコムギ縞萎縮病Ⅰ型
の抵抗性は同程度である。また、同程度
に穂発芽しにくい。千粒重および収量性
は同程度に高い。

福岡県
（R6.4月までに出願予定）

廃止 普通大粒大麦 しゅんれい 必須

　令和３年以降、実需者の需要が多い「はるさやか」への転換により、作付け及び検査
実績が見込めないため。
(検査実績 ３年産：なし、４年産：なし、５年産：なし)

耐倒伏性
（ビール大麦） 福岡県

（H19.10.22品種登録）

廃止
普通大豆及び
特定加工用大豆
(小粒及び極小粒)

すずおとめ 必須

　令和３年に農研機構から種子の提供が中止されため、令和３年産から作付けがな
く、今後も、作付け及び検査実績が見込めない。また、「ちくしB５号へ」の作付け転換
が進んでいるため。
(検査実績 ３年産：なし、４年産：なし、５年産：なし)

納豆用小粒大豆

農研機構
（H14.3.1品種登録）

熊本
熊本県経済農業
協同組合連合会

品種群
設定

普通大豆及び
特定加工用大豆
（大粒及び中粒）

フクユタカＡ１号 必須

　品種特性については、「フクユタカ」とほぼ同等であり、加工適性は実需者から「フク
ユタカ」と同程度の評価を受けている。「フクユタカ」と比べて裂莢が少ないため、収穫
ロスが減少し、収量が向上する。
　そのため、生産者から収量の多い「フクユタカA１号」への品種切り替えの要望が挙
げられており、同一銘柄としての販売を行うため。

　熊本県における成熟期や粒大などの生
育・品質特性は「フクユタカ」とほぼ同じ
で、子実の形態もほぼ同じで区別はほと
んどつかない。裂莢性は難であり、成熟
後の自然裂莢や室内での加熱試験によ
る裂莢は「フクユタカ」に比べて明らかに
少なく、実際の圃場でのコンバイン収穫に
おいても収穫ロスが減少し、刈遅れが生
じた場合には、実質的な収量が最大40%
向上する。

農研機構
（H30.10.10品種登録）
※通常利用許諾契約締結

大分 大分県 設定
普通大豆及び
特定加工用大豆
（大粒及び中粒）

ちくしB５号 選択

　主力品種「フクユタカ」において、播種時期の長雨による播種の遅れや、梅雨明け後
の乾燥などにより生産量が年々減少傾向にあることから、早播適性があり、収量性が
高い「ちくしB5号」を産地品種銘柄としての設定を申請する。
今回、実需者や生産者から、地域特産化の動きの中で栽培拡大の要望が上がってい
ることから、安定生産実現の為に銘柄設定を申請する。

｢フクユタカ｣ と比較して、
・子実の大きさはフクユタカと同程度で中
の大。
・子実の色は、フクユタカと同様に黄白。
・目（ヘソ）の色は、フクユタカが淡褐であ
るのと異なり、黄。
・開花期は1日、成熟期は5日程度早い。
・主茎長はやや短く、最下着莢高は同程
度である。
・耐倒伏性は同程度であり、青立ちの発
生は少ない。
・子実収量及び百粒重は同程度である。
・裂莢性は、「フクユタカ」と同程度。病害
虫抵抗性は、紫斑病、葉焼病、ハスモンヨ
トウともに「フクユタカ」と同程度である。

福岡県
（R3.8.16品種登録）
※通常利用許諾契約締結

九州農政局長

　　　　　　　　　令和６年産国内産農産物銘柄設定等申請状況　（令和５年10月31日現在）

福岡



産地県 申請者 申請内容 農産物の種類 品種名
（銘柄予定名称）

銘柄区分 申請する理由 申請品種の特性等 育成者権等

設定
水稲うるちもみ
及び玄米 ひなたみのり 選択

　現在、米粉用向けの品種として「ミズホチカラ」等が主に栽培されているが、いもち病
の発生などにより収量が低いことが問題となっており、いもち病に強く多収である「ひな
たみのり」に転換を進めており、当品種では、澱粉崩壊性等の加工適性が他銘柄より
も優れていることから、実需側の使用及び銘柄表示の要望が高いため。

本品種は、700kg/10a以上の多収で、耐
倒伏性が強く、栽培特性にも優れる。
　いもち病ほ場抵抗性を有しており、いも
ち病に強い。
　「ミズホチカラ」と比較して穂数は少なく、
千粒重は大きい穂重型品種である。

宮崎県
（R5.7.19出願公表）

設定 普通小麦 せときらら 選択

　小麦については、日本麺用の「チクゴイズミ」及びパン用の「ミナミノカオリ」が主に栽
培されている。近年、実需側より地産地消の観点から、パン、中華麺用向けの硬質小
麦の要望が高まっているが、硬質小麦の主力品種「ミナミノカオリ」は、収量・品質が低
いことから、品質面、収量面においても「ミナミノカオリ」より優れる新しい硬質小麦品種
「せときらら」を県全域で推進しており、着実に面積が拡大してきている。
今後も作付面積の拡大が見込まれており、令和６年産においては、令和５年比143％
増の5.0haが作付けされる見込みである。
　また、実需側は、「香りが強く」良好であると評価をしており、県産の銘柄表示の要望
が強いことから、産地品種銘柄へ申請する。

　「ミナミノカオリ」と比べて全体的に丸み
を帯びており、粒張りが良い。
　また、本品種は、400kg/10a以上の多収
である。 農研機構

（H26.5.2品種登録）
※種子は通常利用権者か
ら購入

宮崎県経済農業
協同組合連合会

設定 普通小麦 はるみずき 選択

　延岡農業協同組合の管内は、主に大麦を栽培してきた地域であるが、実需側から小
麦の栽培について強い要望があり、「はるみずき」をまずは小規模で始めてきた。
　しかし、実需側からはさらなる要望があることから、今後面積を拡大する見込みで、
令和６年産は2.5ha栽培することとしている。
　　また、当地域については、既に「はるみずき」を銘柄登録している大分県と隣接して
おり、当県で推進している「せときらら」よりも栽培適性が高いことが考えられるため、
当地域では「はるみずき」を推進していくこととしている。

　「ミナミノカオリ」と比べてやや丸みがあ
り、粒形は細い。
　また、本品種は、400kg/10a以上の多収
である。

農研機構
（H31.2.13出願公表）
※種子は通常利用権者か
ら購入

九州農政局長 廃止 普通大粒大麦 はるしずく 選択

　一部の地域（高鍋町）で作付けがあり受検されていたが、令和2年度以降作付けもな
く検査実績がなくなった。今後も作付けの見込みはない。
(検査実績 ３年産：なし、４年産：なし、５年産：なし)

オオムギ縞委縮病抵抗性
福岡県
（H19.3.23品種登録）

鹿児島
南さつま農業協
同組合

品種群
設定

普通大豆及び
特定加工用大豆
（大粒及び中粒）

フクユタカＡ１号 必須

　品種特性については、「フクユタカ」とほぼ同等であり、既に「フクユタカA１号」として
その他銘柄で販売している。「フクユタカ」と比べて裂莢が少ないため、収穫ロスが減
少し、収量が向上するため。

　鹿児島県における「フクユタカＡ１号」
の、生育・品質の特性は「フクユタカ」とほ
ぼ同じで、子実の形態もほぼ同じで区別
はほとんどつかない。
　また、「フクユタカ」と比較して裂莢しにく
く、自然裂莢や収穫作業による収穫ロスも
少なく、収量が向上する。

農研機構
（H30.10.10品種登録）
※種子は通常利用権者か
ら購入

※育成者権等欄の「農研機構」は、「国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構」の通称

宮崎県

宮崎


